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１．交通安全事業の取り組み
事故ゼロプラン

（事故危険区間重点解消作戦）

１．交通安全事業の取り組み
事故ゼロプラン

（事故危険区間重点解消作戦）
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○ 戦後のモータリゼーションによりいわゆる「交通戦争」が社会問題化し、昭和４５年に死者数
が過去最多の１６,７６５人

○ その後、死者数は平成５年以降減少しているものの、死傷者数と死傷事故件数は平成１６年
まで上昇し、平成１７年以降減少

【交通事故死者数、死傷者数等の推移】

資料） 警察庁資料より作成

4,914人
(平成21年)

736,688件
(平成21年)

1,190,478人
(平成16年)
過去最多

952,191件
(平成16年)
過去最多

16,765人
(昭和45年)
過去最多

915,029人
(平成21年)

死者数

死傷者数

死傷事故件数

（千） （千）

11,451人
(平成4年)

九州地方整備局交通事故発生状況の推移
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○ 死傷事故率を見ると、昭和４０年代後半に大幅に改善（約３分の１に減少）したが、その後、
事故削減効果が現れにくくなっている

○ 国際比較すると、欧米では継続的に死傷事故を減少させており、死傷事故率は日本よりも
低い水準

○ 欧米では、アウトカム（死傷事故率等）を成果指標としてマネジメントを実施
（「パフォーマンス・マネジメント」と呼ばれている）

（単位：件/億台キロ）

20

【死傷事故率の国際比較】

国 名 死傷事故率

日 本 １０３ (H20) 

ドイツ ４８.５ (H19)

アメリカ ３４.９ (H20)

イギリス ３４.８ (H20)

死
傷
事
故
率

(件／億台キロ)

出典）ＯＥＣＤ（経済開発協力機構）作成の交通事故に関するデータベースから国土交通省が作成

※死傷事故率＝死傷事故件数／自動車総走行量

九州地方整備局交通事故対策成果の国際比較
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○全国の国道・都道府県道を約７１万区間に分割し、死傷事故率を高い順に並べると、死傷事故の
７１％が全体の２２％の区間に集中

○交通事故は特定の箇所に集中して発生しており、データに基づく対策箇所の選定が重要

【全国（国道・都道府県）の死傷事故率】
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事故の発生していない区間：５０％

要対策区間：約15万区間
（全体の２２％の区間に死傷事故の７１％が集中）

※全国の国道・都道府県道約18万kmにおける４年間（H15～18）の平均事故データから作成
全体：約71万区間

死傷事故の７１％が
全体の２２％の区間に集中

九州地方整備局事故危険箇所の抽出
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直進阻害による追突事故が卓越

【 対策前の交通状況 】
【死傷事故率曲線】
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御島橋交差点
・ 死傷事故率 400件/億台キロ
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御島橋交差点
・死傷事故率 400件/億台キロ

至 北九州

至 福岡

H16 ～19の平均事故件数

追突
6.8件

進路
変更時

0.8件

左折時

1.0件

出合頭

0.8件

その他

1.0件

事故類型別発生件数

至 北九州

至 福岡

平成16～19年

追突
進路変更時
左折時
出合頭
その他

【御島橋交差点周辺事故図】

九州地方整備局事故発生要因の分析（事例：福岡市国道３号御島橋交差点）

－５－
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「右折レーン設置＋カラー舗装化」
を実施した箇所の削減効果

追突事故件数

対策前 ７.０件

対策後 ３.５件

削減率 ５０％

注）H15～H19に実施した4箇所の平均

追突事故件数

【 対策後の交通状況 】

(件/年)

【対策前後の事故件数】

右折レーン

50m延伸

カ
ラ
ー
舗
装
化

追突6.8件

3.0件
0.5 件

「追突事故」５６％削減

進路変更
0.8件

左折時
1.0件

出合頭
0.8件

その他
1.0件

九州地方整備局対策メニューの選定・効果（事例：福岡市国道３号御島橋交差点）
み し ま ば し

－６－



事故危険区間の抽出

対策メニューの選定

事業実施効果計測(データ)

分析・評価
(対策の有効性検証)

予 算各年度の目標

達成度評価

長期目標

政府の基本方針

（成果の目標・評価） （予算の編成・執行）

＜成果指標＞

事故発生要因の分析

（全
国
レ
ベ
ル
）

（現
地
レ
ベ
ル
）

九州地方整備局事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）のサイクル
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２．「データ収集分析の抜本的改善
（交通円滑化分野）」

２．「データ収集分析の抜本的改善
（交通円滑化分野）」
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これまでの観測 ＩＴＳの活用による常時・高精度の観測

［速度］ 断面での走行速度調査
［速度］ 区間の実際の走行時間データを収集

～プローブ・カー・システム※２のデータによる～

交通量分布の例 ※１ トラフィック・カウンター

センサーにより通過車両の数等を自動計測する機器

道路交通情報提

道路・交通の管

プローブデータの収集

※２ プローブ・カー・システム

当面は約１００万台の

民間プローブデータを利用

２０１０年度冬以降、ＩＴＳ車載器の普

及で、より多くのデータが利用可能に

実際の車をセンサー代わりに、旅行時間等の交通

データを取得するシステム

日々の交通量は、センサス値の上

下１～３割と大きく変動

3 0 0 0 0
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0
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6 0 0 0 0

1 2 1 4 1 6 1 8 1 1 0 1 1 2 1 1 4 1 1 6 1 1 8 1 2 0 1 2 2 1 2 4 1 2 6 1 2 8 1 3 0 1 3 2 1 3 4 1 3 6 1

センサ ス 観 測 日

50442

82984

77312

順位

８万

７万

６万

５万

１万

日交通量（台／日）

（Ｈ１７年度：国道４号仙台市）

９万

最小日 ５ 万台

センサス値 ７万７千台
最大日 ８万３千台

３５００ ５０ １００ １５０ ２００ ２５０ ３００

［交通量］ 人手による交通量調査
～５年に１度、道路センサス年に観測～

（秋季の１日に実施）

［交通量］ ３６５日２４時間の観測

～トラフィック・カウンター※１の活用による～

○ ITSの普及・進展により、新たな交通計測が実用化。

○ 常時、高精度、大量の交通データが蓄積可能な時代に。

九州地方整備局交通の円滑化に関わるデータ収集分析の抜本的改善
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○ 交通の円滑性を評価する新たな成果指標で、サービスレベルをわかりやすく定量化。

時間損失率

総所要時間のうち、損失分が占める割合

損失時間

A B

すいている時

混雑している時

基準所要時間

基準所要時間 損失時間

自由走行速度※による

所要時間

渋滞や雪などによる

「道路交通の遅れ」で失われた時間

総所要時間
渋滞等がない自由走行の時と比べ、

余計にかかる時間

共通の成果指標で、自動車交通の時間損失を定量的に評価

これまでの「渋滞」

わかりやすい情報提供のため、利用者の体感にあう基準を道路ごとに設定 基準が異なるため、

サービスレベルの比較、

統一的な評価が困難

都市間を結ぶ高速道路 時速４０km以下

都市部の高速道路 時速２０km以下 等

渋滞の定義

※自由走行速度：特異的に速度の高い車両の影響を除くため、区間毎の年間実績速度の上位10％値を採用。

（損失時間／総所要時間）

九州地方整備局新たな成果指標の導入
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←　全国の自動車利用時間　約133億時間　→

←　九州の自動車利用時間 　 約17億時間　→

基準所要時間
約８３億時間

損失時間
約５０億時間

損失時間
約６億時間

基準所要時間
約１１億時間

時間損失率
約３７％

時間損失率
約３４％

平成２１年度

九州地方整備局自動車交通による時間損失

－１１－



九州地方整備局効果の定量化（国道５７号阿蘇地域の事例）

－１２－

●阿蘇地域は、年間約1,700万人が訪れる九州で最も観光客の多い観光地域。
●国道５７号は熊本都市圏と観光地域の阿蘇地域を結ぶ唯一の主要幹線道路のため、土日休日や観光シーズン

には著しい渋滞が発生。（今年のＧＷ:最大14km渋滞）
●熊本IC～赤水交差点間（L=26.2km）のピーク時所要時間は、オフピーク時の約２倍。(約40分→約75分)

▲阿蘇地域の観光客数の推移

▲立野付近での渋滞状況

▲ゴールデンウィーク(H22.5.1～H22.5.5)の平均旅行速度

※平均旅行速度は民間プローブデータより算出

 
  …20km/h 未満 

…20km/h 以上 30km/h 未満 

…30km/h 以上 40km/h 未満 

…40km/h 以上 50km/h 未満 

…50km/h 以上 

下野交差点

阿蘇大橋
交差点

立野交差点

ミルクロード
入口交差点九

州
縦
貫
自
動
車
道

H22.5.3
最大渋滞長
8.4km(警察公表)

熊本IC

２車線４車線
赤水交差点

赤水交差点→熊本IC間の所要時間
ピーク時(16時台) 約63分
ｵﾌﾋﾟｰｸ時(7-9時台) 約37分

16時台(阿蘇⇒熊本)旅行速度図 至:大分県

出典：H20熊本県観光統計
至:大分県

 
  …20km/h 未満 

…20km/h 以上 30km/h 未満 

…30km/h 以上 40km/h 未満 

…40km/h 以上 50km/h 未満 

…50km/h 以上 

下野交差点

阿蘇大橋交差点

立野交差点

ミルクロード
入口交差点

11時台(熊本⇒阿蘇)旅行速度図

九
州
縦
貫
自
動
車
道

H22.5.3
最大渋滞長
14.1km(警察公表)

熊本IC

２車線４車線
赤水交差点

熊本IC→赤水交差点間の所要時間
ピーク時(11時台) 約86分
ｵﾌﾋﾟｰｸ時(16-18時台) 約42分

＜地域の声＞
・昼食で予約を受けた観光客が渋
滞に巻き込まれ、予定より３時
間遅れて到着してクレームを受
けることもあります。

・渋滞によって阿蘇山上や周辺の
観光施設への立ち寄りをあきら
めて帰る観光客がいます。

＜地域の声＞＜地域の声＞
・昼食で予約を受けた観光客が渋
滞に巻き込まれ、予定より３時予定より３時
間遅れて到着してクレーム間遅れて到着してクレームを受
けることもあります。

・渋滞によって阿蘇山上や周辺の
観光施設への立ち寄りをあきら立ち寄りをあきら
めて帰るめて帰る観光客がいます。

※所要時間は、民間プローブの旅行速度にて算出。

※所要時間は、民間プローブの旅行速度にて算出。
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